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Ⅰ　はじめに

　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方
に関する調査研究協力者会議（2010）は，幼児期の
教育と児童期の教育が円滑に接続するには，幼児と
小学生の交流活動，教員同士の意見交換等の交流，
教育課程の編成に関する工夫などが必要であるとし
ている。これらのことは幼稚園教育要領や保育所保
育指針，小学校学習指導要領などにも示されており，

たとえば幼稚園教育要領（2008 年告示）には「幼
稚園教育と小学校教育との円滑な接続のため，幼児
と児童の交流の機会を設けたり，小学校の教師との
意見交換や合同の研究の機会を設けたりするなど，
連携を図るようにすること」（第 3 章 2（5））とある。
また，小学校学習指導要領（2008 年告示）には「小
学校間，幼稚園や保育所，中学校及び特別支援学校
などとの間の連携や交流を図る」（第 1 章第 4 の 2

（12））と記されている。
　文部科学省が実施した幼児教育実態調査（文部
科 学 省，2017） に よ れ ば，2015 年 度 の 幼 児 と 小
学生の交流活動の実施率は幼稚園で 77.9％（公立
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96.8％，私立 66.9％），幼保連携型認定こども園で
80.9％（公立 89.5％，私立 78.8％）であった。また，
全国保育士会（2010）の調査より，保育所において
も，幼児と小学生の交流を小学校で行ったところが
74.1％，保育所で行ったところが 64.8％あった。一
方，幼児教育実態調査（文部科学省，2017）より，
2015 年度に教員同士の交流を行っていた幼稚園は
69.4％（公立 88.9％，私立 58.1％），教育課程の編
成を工夫したという幼稚園は 59.5％（公立 70.8％，
私立 52.9％）であり，子ども同士の交流と比べると
その実施率は低い。
　幼児と小学生の交流は，その多くが年間指導計画
に位置づけられており（松嵜・無藤・齋藤・佐久間・
長谷川・福田・堀田・師岡，2008），双方の教育（保
育）時間の中で行われている。庄司・野田（2009）
の調査では，運動会や学芸会といった行事において
交流をもつケースや，幼児が小学生の授業を参観し
たり給食を一緒にとったりするケースが確認されて
いる。このように，交流の機会や方法が複数あると
いうことも，実施率の高さにつながっていると考え
られる。ただし，その一方で幼児と小学生の交流を
行えていない園があることも事実である。
　文部科学省・厚生労働省（2009）は，幼児と小学
生が交流する意義として「幼児が小学校生活に親し
み期待を寄せたり，自分の近い将来を見通すことが
できるようになる」，「小学生が幼児に伝わるような
言葉使いやかかわりを工夫したり，思いやりの心を
育んだり，自分の成長に気づいたりする」ことを挙
げており，幼児と小学生の交流を意義あるものにす
るためには「継続的に取り組み，交流が深まるよう
にすることが大切である」と述べている。また，継
続的な交流のためには「相互のねらいに対応した指
導計画を作成する，教材研究を深めるなど，事前事
後の打ち合わせ等を行うことが大切である」，「担当
学年だけでなく，全教職員の理解の下に行うことが
重要であり，子どもの長期的な発達の見通しや指導
について考えることが大切である」としている。
　幼小連携については，多くの研究が取り組まれて
いるところであるが，幼児と小学生の交流に焦点を
あて，交流がいつ，どのような機会を用いてどの程
度行われているのか，ねらいはどのように設定され
ているか，活動の内容はどのようなものであるか，
交流が行われていない要因にはどのようなものがあ
るかといったことについて調べた研究は少ない。し

かし，子ども同士の交流を意義あるものにするため
には，取り組みの詳細を調べ，課題を明らかにして
いく作業が不可欠である。
　そこで本研究では，公立の保育施設（幼稚園およ
び保育所）を対象に，1 年間の交流活動の回数や時
期，場所，内容などの実施状況と園側の意図，園側
が感じている問題点を調べた。これらの結果をもと
に，幼児と小学生の交流を意義あるものにする上で
の課題を整理する。

Ⅱ　方法

１．対象
　X 県内の公立の幼稚園および保育所 189 ヵ所を対
象とした。回答済の質問紙は 136 部を回収した（回
収率 72％）。

２．手続き
　2015 年 1 月から 3 月にかけて，自記式・無記名
式の質問紙調査を行った。対象園には依頼状と質問
紙 1 部，切手付の返信用封筒を送付した。

３．調査項目
　質問紙は，小学生との交流活動の有無と回数，理
由を問う 3 項目，交流活動の内容を問う 1 項目，小
学生との交流における課題を問う 1 項目，2014 年
度の交流活動の詳細（月別の交流活動の内容，交流
した幼児の年齢と小学生の学年，場所，ねらい）を
問う 60 項目の計 65 項目で構成された。

４．倫理的配慮
　対象園が調査に協力する前に研究の内容を把握で
きるように，依頼状には研究の目的や内容，園や個
人の情報への配慮について記した。加えて依頼状に
は，質問紙への回答をもって調査協力の承諾を得た
ものとすることを記した。回収した質問紙は鍵のか
かる部屋で保管し，調査者以外の目に触れることの
ないよう配慮した。また，データの集計にあたって
は園名や個人名が特定されることのないよう留意し
た。

Ⅲ　結果と考察

１．幼児と小学生の交流の実施状況
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　2014 年度における小学生との交流の有無につい
て，交流した園は全体の 89％（136 か所中 121 か所）
であった。交流しなかったと答えた 15 園にその理
由を尋ねたところ，主な理由として挙がったのは，

「小学校が遠い」（4 か所），「小学校側からの申し込
みがなかった」（3 か所），「日程の調整がつかなかっ
た」（2 か所）であった。この他に，校下に多くの
幼稚園や保育所があるために，交流の順番が回って
くるのに時間がかかるケースや，3 歳以上の子ども
が在籍していない状況であるために小学生との交流
は難しいと感じているケースなどがあった。
　2014 年度に交流を行ったと答えた園（121 か所）
に対して，この年度における交流回数を自由記述式
で尋ねた。その結果，5 回以内が 87％（121 か所中
105 か所）と多く，6 〜 10 回が 10％（12 か所），11
回以上が 2％（2 か所）であった（残りの 2 か所は
無回答）。また，交流回数が 5 回以内であった 105
か所を回数ごとに分けると，1 回が 17％（121 か所
中 21 か所），2 回が 28％（34 か所），3 回が 19％（23
か所），4 回が 13％（16 か所），5 回が 7％（9 カ所）
であった（105 か所中 2 か所は“2 〜 3 回”などと
記述していた）。年に 2 回もしくは 3 回の交流を行
うケースが半数近くを占めるものの，4 回以上の交
流をもつケースが 3 割強あることがわかる。
　交流活動の内容について選択式で尋ねたところ，

「小学生が企画したゲーム等を一緒に行う」が 80％
（121 か所中 97 か所），「小学校内を小学生に案内し
てもらう」が 60％（75 か所），「小学生の歌や踊り
を見る」が 35％（42 か所）であった（表 1）。小学
生が主導して交流を行うケースが大半であり，幼児
の活動を小学生が見学するなどのケースは少なかっ
た。
　庄司・野田（2009）の調査によると，子ども同士
の交流が小学生にもたらす成果について，小学校の
教員は「小さい子どもへの思いやりの心が育つ」「園
児のお世話を通して年齢相応の自覚や自分の成長を
実感できる」といったことを挙げている。また，交
流は行事の機会の他に，生活科や総合的な学習と
いった授業の時間を活用して行われていた。このこ
とから小学校においては，文部科学省・厚生労働省

（2009）が示すように「小学生が幼児に伝わるよう
な言葉使いやかかわりを工夫したり，思いやりの心
を育んだり，自分の成長に気づいたりする」ことを
ねらい，授業の一貫として幼児との交流活動を位置

づけ，実施しているケースがあると考えられる。つ
まり，小学校の授業の一環として行われるために，
小学生が幼児のために遊びを企画したり，幼児に自
分たちの学習の成果を見せることで自らの成長を実
感したりするような活動が多くあるのであろう。た
だしこの場合，園側は，小学校が作成した授業計画
に基づき，その内容に合わせながら，交流が幼児に
とっても意味あるものになるように努めることが求
められることになる。
　小学生との交流において，どのような問題を感じ
ているかを選択式で尋ねた。「特に問題はない」と
答えた園は 34％（121 か所中 41 か所）であった。
問題があると答えた 80 園からは，小学校との打ち
合わせの機会がないこと（51％）や，時間や人手が
足りないこと（26％），交流のねらいを達成できる
活動が実現していないこと（20％）などが挙げられ
た（表 2）。また，表 2 のその他に含まれた回答に
は「小学校側の企画に参加している状態にあり，園
側の思いを活動に反映できていない」（6 か所），「事
後の振り返りの時間を小学校側ともつことができて
いない」（3 カ所），「小学校との距離が離れている」（2
か所）などがあった。
　表 1 に示したように，交流の多くは小学校側が作
成した計画に基づいて行われていると推察される。

表1．小学生との交流活動の内容（n=121）

小 学生が企画したゲーム等を一緒に
行う

小学校内を小学生に案内してもらう
小学生の歌や踊りを見る
保 育者や教諭が企画したゲーム等を

一緒に行う
小 学生と一緒に芋ほり等の作業をす

る
小学生に歌や踊りを披露する
その他

80％（97 か所）

60％（72 か所）
35％（42 か所）
31％（38 か所）

29％（35 か所）

14％（17 か所）
27％（33 か所）

表2．小学生との交流における問題点（n=80）

小学校との打ち合わせの機会がない
交流の準備に時間や人手を割けない
交 流のねらいを達成できる活動が実

現していない
交流を見守る職員の人数が足りない
その他

51％（41 か所）
26％（21 か所）
20％（16 か所）

14％（11 か所）
31％（25 か所）

（％の母数は、問題点を挙げた 80 園である）
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その中で，小学生だけでなく幼児にとっても意義の
あるものにしていくためには，事前の打ち合わせや
事後の振り返りの時間をもち，保育者と教員が十分
な意思疎通を図っていかなくてはならない。しかし，
これらの時間をもつことができていないということ
が多く挙がった。庄司・野田（2009）の調査より，
小学校教員も「互いがメリットのある指導計画の作
成」，「打ち合わせのための時間の確保」，「担当教師
の負担にならない活動計画」などを課題に挙げてい
る。人手不足や互いの業務の忙しさ，日程調整の難
しさが，打ち合わせや振り返りの時間の確保を困難
にしていることがうかがえる。このことは，交流の
ねらいを達成できる活動ができていないと保育者が
感じることにもつながっていると推察される。した
がって，子ども同士の交流を幼小接続において意義
のある活動にしていく上で，双方の職員の意思疎通
をどのように図っていくかは，大きな課題の一つで
あると言える。

２．月別にみる交流内容の特徴
　月別に，どのような交流が行われているかを自由
記述式で尋ねたところ，交流を行ったと回答した
121 か所中 119 か所より回答を得た。月ごとに交流
を行った園数を集計したところ，7 月，9 月から 11 月，
2 月などに交流を行うケースが多く，年度の始めと
終わりの月である 4 月や 3 月には交流がほとんど行
われていなかった（図 1）。また，月ごとの交流の
内容や交流を行った子どもの学年，交流を行った場
所を表 3 にまとめた。表 3 において交流の内容を記
すにあたり，行事等の機会を利用していた場合はそ
の行事名を記した。また，交流を内容とする活動が

単独で行われていた場合は「交流会」と記すことに
した。なお，4 月に行われた交流は 1 園における 1
件のみであったため表 3 には示さなかったが，この
1 件とは「交通安全教室の合同実施」であった。
　表 3 より，5 月は主に，小学校の運動会に幼児が
参加するという形で交流が行われていた。小学校に
出向くため，3，4，5 歳クラスのすべての子ども（以
下，全園児）が参加するケースは少なく，5 歳クラ
スの子ども（以下，5 歳児）のみが運動会に参加し
ていた。また，畑の苗植えの時期であることから，
この苗植えを小学生とともに行っている園があっ
た。5 月に，交流会を行っていたのは 3 園と少なかっ
た。活動に参加した子どもは，5 歳児と小学 4 年生
や 5 年生，全園児と 2 年生という組み合わせであっ
た。これらの活動はいずれも幼稚園や保育所で行わ
れていた。
　6 月や 7 月には，5 月と比べて交流会を行う園が
増えた（6 月は 10 件，7 月は 12 件）。これらの活動
は幼稚園や保育所で行われるケースが多く，園側か
らは 5 歳児や 4 歳児，あるいは全園児が参加してい
た。交流相手の小学生の学年は 1 年，2 年，5 年，6
年のいずれか，もしくは複数であった。なお，7 月
には交流会の他に，小学生を招いての夏祭りや，小
学 1 年生を招いての同窓会，カレーパーティ―など
が行われていた。
　8 月は，幼稚園や小学校が夏季休業に入るため，
交流の件数は減少した。ただし，この夏休みの期間
を利用して，卒園児である小学 1 年生を招き，同窓
会を開いている園があった。加えて，地域の夏祭り
などに，小学生とともに参加しているケースがあっ
た。
　9 月や 10 月に入ると，幼稚園や保育所等では運
動会が行われる。この運動会において小学生と交流
を行ったと答えたのは，9 月が 24 園，10 月が 5 園
であった。一方，交流会を行った園は，9 月が 2 園，
10 月が 15 園であった。秋期に行われる運動会は，
園が主催するものが多い。特に 9 月には，園の職員
は運動会の準備等に追われることとなる。交流会
が 9 月にほとんど行われていない背景には，このよ
うな事情があるものと推察される。なお，9 月や 10
月に行われた交流会の参加児をみると，園側からは
5 歳児が参加するケースが多かったが，3 歳児と 6
年生といった組み合わせもあった。
　11 月は交流会を行った園が 16 園と多かった。こ図1．各月に交流を行った園数（n=119）
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表3．月別の交流の内容，対象児，場所（括弧内は園数）

月 内　容 対象児（幼児と小学生） 場　所
5 運動会（15） 5 歳児と全校児（12）

全園児と全校児（3）
小学校（15）

苗植え（6） 5 歳児（3）と低学年児（1），高学年児（1）
全園児（3）と全校児（2），低学年児（1）

小学校（5）
園（1）

交流会（3） 5 歳児と高学年児（2）
全園児と低学年児（1） 

園（3）

その他（避難訓練，クリーン作戦等）
6 交流会（10） 5 歳児（5）と高学年児（4），低学年児（2）

4 歳児と高学年児（1）
3 歳以上の複数クラスの子ども（4）と高学年児（3），低学年児（1）

園（9）
小学校（1）

その他（避難訓練，学校コンサートの見学，散歩で小学校へ行き校庭で遊び授業を見学，サッカー巡回指導など）
7 交流会（12） 5 歳児（6）と高学年児（5），低学年児（1）※ 2 ケースは 4 歳

児含む
全園児（6）と低学年児（4），高学年児（1）

園（11）
小学校（2）

夏祭り（6） 全園児（6）と低学年児（4），全校児（2） 園（6）
同窓会（5） 5 歳（1），4，5 歳（1），全園児（3）と 1 年生（5） 園（5）
カレーパーティー（4） 5 歳（1），4，5 歳（1），全園児（2）と 1 年生（4） 園（4）
その他（七夕の集い，一緒に運動しよう会，あさがおの叩き染めの合同学習，音読の鑑賞など）

8 同窓会・1 年招待会（7） 5 歳児（1），全園児（6）と 1 年生（7） 園（7）
夏祭り（5） 5 歳児と低学年児（1）

全園児（4）と全校児（2），低学年児（1）
場所は様々

その他（わんぱく広場，盆踊り練習会，ボランティア活動など）
9 運動会（24） 5 歳児（9）と高学年児（4），低学年児（3）

全園児（13）と全校児（6），低学年児（3），高学年児（2）
園（13）
小学校（12）

交流会（2） 4，5 歳児と 2 年生（1）
3 歳児と 6 年生（1）

園（2）

その他（避難訓練，稲刈り，学校訪問など）
10 交流会（15） 5 歳児（12）と高学年児（7），低学年児（5）※ 1 ケースは 4 歳

児含む
3 歳児（2）と高学年児（1），低学年児（1）
全園児（2）と高学年児（2）

園（14）
小学校（3）

運動会（5） 5 歳児（2）と低学年児（2）
全園児（3）と全校児（1），低学年（2）

園（5）
小学校（1）

芋ほり（4） 5 歳児（2）と低学年児（1），高学年児（1）
全園児（2）と全校児（1）

小学校（3）
※畑

就学時健診（4） 5 歳児（4）と高学年児（3），低学年児（1） 小学校（4）
その他 学習発表会，音楽会の鑑賞，公民館祭りへの参加，もちつき大

会など
11 交流会（16） 5 歳児（14）と低学年児（8），高学年児（6）※ 2 ケースは 4 歳

児含む
全園児（2）と高学年児（2）

園（9）
小学校（8）

秋祭り（7） 5 歳児（6）と低学年児（6）※ 1 ケースは 4 歳児含む
全園児と全校児（1）

小学校（7）

収穫祭（2） 5 歳児（2）と全校児（1） 小学校（1）
その他（もちつき，お茶会，避難訓練，地区文化祭，就学時健診に向けた学校見学など）

12 交流会（13） 5 歳児（13）と低学年児（8），高学年児（5）※ 3 ケースは 4 歳
児含む

小学校（8）
園（5）

クリスマス会（4） 4 歳児（2）と高学年児（2）
全園児と全校児（1）

その他（3）

その他（もちつき会，生活発表会，ミニ運動会など）
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の活動に参加する幼児の多くは 5 歳児であり，交流
の相手は小学 1 年生が最も多く，5 年生が次いだ。
また，こうした活動は 10 月以前には園で行われる
ケースが大半であったが，11 月は小学校で行うケー
スが増えた。加えて，小学校で小学生が企画する“秋
祭り”に幼児が招かれるケースがあった。
　12 月以降には，交流会の多くが，小学校で行わ
れていた。交流の対象は，就学を控えた 5 歳児と小
学 1 年生であるケースが多かった。また，1 月や 2
月に入ると体験入学という形で，一日もしくは半日，
5 歳児が小学校で過ごす活動が行われる。この中で，
小学生に校内を案内してもらったり，小学生の授業
を見学したり，給食を一緒に食べたり，共に遊んだ
りするような交流がもたれていた。

３．交流会における園側のねらい
　交流会において，園側はどのようなねらいを持っ
ていたのかを選択式で尋ねた。月ごとの集計結果を
表 4 に示した。表 4 に示したすべての月において「小

学生とふれ合う楽しさを知る」と答えた園が多かっ
た。活動の中には，鬼ごっこやかくれんぼなどの
ゲームや，ごっこ遊び，ぬり絵，折り紙といった遊
びが含まれていることが多い。
　また，2 月には「小学校生活へのイメージをもつ」
ことや「学習成果を披露することによる達成感や自
信をもつ」ことを挙げた園が多かった。2 月は，5
歳児と小学 1 年生の交流が多くもたれる時期であ
り，就学を控えた幼児が，小学 1 年生になった時の
自分を想像したり，小学生になりたい気持ちを高め
たりすることがねらわれていることがうかがえる。
また，2 月の交流は，小学校で行われるケースが多
いことから，小学校という場所についてのイメージ
をもつことも期待されていると推察される。
　ただし，2 月よりも前の活動において，小学校生
活へのイメージをもつことをねらっていた園はそれ
ほど多いとは言えない。また，7 月までの活動にお
いては，幼児が学習した成果を披露することにより
達成感や自信をもつことをねらいにしている園はな

1 交流会（6） 5 歳児（4）と低学年児（4）
全園児と低学年児（1）

小学校（5）

体験入学（5） 5 歳児（5）と低学年児（4），高学年児（1） 小学校（5）
給食体験（4） 5 歳児（4）と低学年児（4） 小学校（4）
その他（もちつき，新年お楽しみ会，伝統唄の練習会など）

2 交流会（30） 5 歳児（26）と低学年児（22），高学年児（2）
全園児（4）と低学年児（2），高学年児（2）

小学校（27）
園（4）

体験入学（14） 5 歳児（12）と低学年児（12），高学年児（4） 小学校（14）
学校・授業の見学（10） 5 歳児（10）と低学年児（7），全校児（2） 小学校（10）

3 交流会（2） 5 歳児（2）と低学年児（1），高学年児（1） 小学校（2）
学校体験・学校探検（2） 4，5 歳児と低学年児（1）

3，4 歳児と低学年児（1）
小学校（2）

※ 3，4，5 歳クラスの子どもがすべて参加している場合は「全園児」と表現している。
※小学 1 〜 3 年生を「低学年児」，4 〜 6 年生を「高学年児」，全学年の子どもを「全校児」と表現している。
※無回答の件数は，表中には示していない。

表4．交流会における園側のねらい

実施月 小学生とふれ合う
楽しさを知る

就学後に向けて
個々の関係を作る

小学校生活への
イメージをもつ

学習成果披露に
よる達成感・自信

各行の％の母数
（実践園の数）

6 月 100％（10 園） 70％（ 7 園） 50％（ 5 園） 0 10 園
7 月 75％（ 9 園） 50％（ 6 園） 42％（ 5 園） 0 12 園
10 月 93％（14 園） 40％（ 6 園） 47％（ 7 園） 20％（ 3 園） 15 園
11 月 69％（11 園） 44％（ 7 園） 56％（ 9 園） 50％（ 8 園） 16 園
12 月 77％（10 園） 46％（ 6 園） 38％（ 5 園） 38％（ 5 園） 13 園
2 月 67％（20 園） 63％（19 園） 93％（28 園） 83％（25 園） 30 園

※実施園が 10 に満たなかった月の結果は，表に示していない。
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かった。7 月までの活動は主に園で行われているこ
とからみても，安心できる場所において，まずは幼
児が小学生とのふれ合いに慣れることが重視されて
いると考えられる。

Ⅳ．課題の整理

　文部科学省・厚生労働省（2009）は，「幼児が小
学校生活に親しみ期待を寄せたり，自分の近い将来
を見通すことができるようになる」ためには，継続
的な交流を行い，交流が深まるようにする必要があ
るとしている。継続的な交流とは，幼稚園や保育所
などに通う子どもが卒園するまでの間に，小学生と
複数回の交流をもつことを指すと考えられる。また，
1 年に 1 回という頻度では，交流の深まりは期待で
きないのであり，少なくとも卒園前の 1 年間には複
数回の交流をもつことが求められていると言える。
本調査より，継続的で深まりのある交流を実現する
上で，交流回数の確保，交流方法の工夫，長期的な
視点をもった交流のあり方の検討，職員間の意思疎
通や連携といった課題があることが確認された。

１．交流回数の確保と交流方法の工夫
　交流回数については，小学生との交流を行えな
かった園が全体の 11％，交流回数が 1 回のみであっ
た園が 17％あった。これらの園の中には，小学校
が遠く，行き来が難しい，校下に多くの幼稚園や保
育所があるために交流の順番待ちをしなくてはなら
ない，3 歳以上児が在籍していない状況にあるなど，
やむを得ない事情を抱えているところがあった。
　一方，4 回以上の交流を持った園では，交流会だ
けでなく，運動会や避難訓練，就学時健診，体験入
学といった園内（学内）行事，食物の苗植えや収穫
のような活動，町内の祭りやボランティア活動など
の園外（学外）行事を利用していた。このように，
内外のさまざまな機会を活用することで，定期的な
交流をもちやすくなる。
　これらのことをふまえると，交流方法の工夫は，
交流回数の問題を解消する上でも有効であろう。園
や学校において子ども同士が直接ふれ合う形での交
流だけでなく，園や学校外での活動の機会を利用す
ることや，間接的な交流をもつことも含めて，交流
のあり方を考えていく必要がある。

２．長期的な視点をもった交流のあり方の検討
　交流を行う幼児は 5 歳児であるケースが，年間を
通して多かった。また，5 歳児は年度の前半には主
に園で，年度の後半には主に小学校において，小学
生との交流をもっていた。このことから，年度の前
半には，幼稚園や保育所という幼児にとって安心で
きる場で小学生と交流し，小学生と打ち解けること
や，小学生に親しみをもつことが活動のねらいと
なっていると考えられる。また，年度の後半には，
小学校内の様子や，そこで生活する小学生の姿を見
ることで，小学校生活に親しみ期待を寄せることが
活動のねらいになっていると推察される。
　一方，3 歳クラス，あるいは 4 歳クラスの子ども
が小学生と交流するケースは少なかった。これらの
クラスの子どもは就学までに期間があること，園生
活に慣れることに重きがおかれることが，その理由
として考えられる。ただし，3 歳児や 4 歳児にとっ
ても，小学生との交流は，「自分の園にいるお兄さん，
お姉さんよりもっと大きなお兄さん，お姉さんがい
る」ということを認識する機会となる。これは，漠
然とではあっても，自分の近い将来を見通すことに
つながると考えられる。このように，子どもに無理
をさせない範囲で，長期的な視点をもって交流のあ
り方を検討することは，幼小接続において意義のあ
る交流を実現する上で必要であろう。ただし，この
点については継続的な交流の意義や効果の検証の結
果をふまえて検討を進めるべきである。

３．職員間の意思疎通や連携
　職員間の意思疎通や連携をどう図っていくかは，
大きな課題の一つである。保育者の多くは，小学校
教員と事前の打ち合わせや事後の振り返りを行うこ
とができていないと感じていた。この背景には，保
育者と教員の双方が多忙であることや，互いの日程
調整が難しいことがあると考えられる。文部科学省
初等中等教育局（2017）が行った教員勤務実態調査
によれば，小学校教諭の場合，一日の学内勤務時間
が 2006 年度には 10 時間 32 分であったのに対して，
2016 年度は 11 時間 15 分と長くなっている。また，
1 週間あたりの勤務時間は 2016 年度において 57 時
間 25 分となっており，教員が毎日長時間の勤務を
こなしていることがうかがえる。そのため，職員同
士の話し合いの時間を増やすことを解決策として挙
げることは適当とは言えない。今後は，職員間の打
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ち合わせや振り返りを効率的に，かつ充実して行え
るための方策を模索していくべきであると考える。
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